
別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(207／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(208／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(209／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(210／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

 

表 4-46 制御室の居住性に係る被ばく評価におけ

る臨界事故時の相対濃度及び相対線量の評価結果 

 

 

 

表 4-47 制御室の居住性に係る被ばく評価におけ

る地震を要因として発生が想定される重大事故の

同時発生時の相対濃度及び相対線量の評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(211／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 居住性評価において

は，運転員の交代は考

慮しない 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(212／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-48 制御室の居住性に係る被ばく評価におけ

る放射性ヨウ素の地表沈着換算係数 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(213／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-49 制御室の居住性に係る被ばく評価におけ

る放射性エアロゾルの地表沈着換算係数 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(214／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(1/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(215／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(2/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(216／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(3/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(217／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(4/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(218／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(5/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(219／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(6/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(220／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(7/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 

 
 

 

 

 

 

438



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(221／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－50(8/8) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における臨界事故時の主要な評価条件の居住性評

価審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(222／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(1/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(223／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(2/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(224／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(3/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(225／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(4/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(226／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(5/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(227／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(6/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(228／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(7/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(229／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(8/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(230／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－51(9/9) 制御室の居住性に係る被ばく評価

における地震を要因として発生が想定される重大

事故の同時発生時の主要な評価条件の居住性評価

審査ガイドとの関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(231／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(232／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(233／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

 

表 4-52 中央制御室における評価結果の内訳

(mSv) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(234／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-53 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室における評価結果の内訳(mSv) 

 

 

 

表 4－54(1/2) 有毒ガス濃度評価対象となる敷地

内の固定源（有毒化学物質を保有する施設） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(235／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

※1：「設備」欄に「等」と記載されている場合は，有毒化学物質

の平均濃度（建屋保有液量と建屋保有物質量から算出）を示

す。なお，平均濃度を超える硝酸については，平均濃度の硝

酸に比べて分圧が大きいものの，平均濃度であると想定した

硝酸の量に比べてその保有量は小さく，漏えいが発生した場

合でも限定的な区域に留まることで堰面積（漏えいした化学

物質が形成する液だまりの面積）が小さくなり，作業環境中

への移行量としては平均濃度による評価結果に包含される。 

※2：硝酸溶液（硝酸ヒドラジン，硝酸ヒドロキシルアミン，硝酸

ガドリニウム，硝酸ウラニル，硝酸ウラナス，硝酸プルトニウム，

模擬廃液を含む）に含まれる硝酸を指す。 

 

 

表 4－54(2/2) 有毒ガス濃度評価対象となる敷地

内の固定源（有毒化学物質を保有する施設） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(236／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－55 有毒ガス濃度評価対象となる敷地内の

固定源（反応により発生する有毒ガス） 

 
※1：硝酸と反応性のある炭素鋼，アルミニウム，亜鉛等が該当す

る。 

※2：硝酸と炭素鋼等との反応により発生する窒素酸化物を指す。 

※3：次亜塩素酸ナトリウムと酸性溶液（硫酸，ポリ塩化アルミニ

ウム）との反応により塩素が発生する。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(237／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－56 有毒ガス濃度評価対象となる敷地内の

可動源 

 

 

 

表 4－57 有毒ガス防護判断基準値 

 
※1：液体二酸化窒素，NOx ガス及び混触 NOx については，主たる

窒素酸化物である二酸化窒素，一酸化窒素，亜酸化窒素のう

ち，有毒ガス防護判断基準値が最も低い二酸化窒素を代表物

質とし，その有毒ガス防護判断基準値を採用する。 

※2：IDLH（Immediately Dangerous to Life or Health）値。

NIOSH（US National Institute for Occupational Safety 

and Health（米国国立労働安全衛生研究所））で定められて

いる急性の毒性限度（人間が 30 分間ばく露された場合，そ

の物質が生命及び健康に対して危険な影響を即時に与える，

又は避難能力を妨げるばく露レベルの濃度限度値）をいう。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(238／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－58 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（硝酸） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(239／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－59 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（二酸化窒素） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(240／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－60 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（一酸化窒素） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(241／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－61 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（アンモニア） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(242／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－62 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（メタノール） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(243／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(244／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－63 有毒ガス防護判断基準値設定の考え方

（塩素） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(245／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－64 中央制御室の外気取入口と敷地内の固

定源との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(246／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

※1：評価点と放出点とを結んだ直線が含まれる風上側の方位を示

す。 

※2：前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋に内包する敷地内

の固定源からの有毒ガスは，主排気筒から大気に放出される

ことを想定する。 

※3：主排気筒からの放出の有効高さは設計基準事故時を想定す

る。 

※4：各建屋に内包する敷地内の固定源からの有毒ガスは，評価点

に最も近い建屋外壁からの地上放出を想定する。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(247／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－65 中央制御室の外気取入口と敷地内の可

動源との位置関係 

 
※1：評価点と放出点とを結んだ直線が含まれる風上側の方位を示

す。 

※2：敷地内の可動源からの有毒ガスは，評価点から敷地内の可動

源の輸送ルートを見込む方位ごとに，外気取入口に最も近い輸

送ルートの位置からの地上放出を想定する。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(248／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－66 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と敷地内の固定源との位置

関係 

 
※1：評価点と放出点とを結んだ直線が含まれる風上側の方位を示

す。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(249／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

※2：前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋に内包する敷地内

の固定源からの有毒ガスは，主排気筒から大気に放出される

ことを想定する。 

※3：主排気筒からの放出の有効高さは設計基準事故時を想定す

る。 

※4：各建屋に内包する敷地内の固定源からの有毒ガスは，評価点

に最も近い建屋外壁からの地上放出を想定する。 

※5：使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室は使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋内にあることから着目方位を考慮しない。 

 

 

表 4－67 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と敷地内の可動源との位置

関係 

 
※1：評価点と放出点とを結んだ直線が含まれる風上側の方位を示

す。 

※2：敷地内の可動源からの有毒ガスは，評価点から敷地内の可動

源の輸送ルートを見込む方位ごとに，外気取入口に最も近い

輸送ルートの位置からの地上放出を想定する。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(250／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4－68 安全上重要な構築物の硝酸の蒸発率に

係るパラメータ 

 

 

 

表 4－69 安全上重要な構築物における硝酸の堰

面積 

 
※1：漏えいした液の広がりが，延床面積に達するか，５mm 厚さの

表面積に達した時点で停止することを踏まえ，延床面積と５

mm 厚さの表面積を比較し，小さいほうの面積を設定した。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(251／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－70 安全上重要な構築物の硝酸の平均硝酸

濃度及び分圧 

 

 

 

表4－71 安全上重要な構築物以外の建屋の硝酸

の蒸発率に係るパラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(252／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－72 安全上重要な構築物以外の建屋における

硝酸の堰面積 

※1：硝酸ガスの比重は2.2と空気より重いことから，換気設備が停

止した状態では地下階の液だまりから硝酸が気化したとして

も地下階に留まる。このため，地上階にある液だまりから蒸発

した硝酸ガスの全量が大気中に放出されることを想定し，地

上階で漏えいした液の広がりが，延床面積に達するか，５mm厚

さの表面積に達した時点で停止することを踏まえ，延床面積

と５mm厚さの表面積を比較し，小さいほうの面積を設定した。 

※2：硝酸を保有する貯槽は地下階のみに設置されており，堰面積を

設定する敷地内の固定源がないことから，「－」と記載した。 

※3：設計段階のため「－」と記載した。 

 

 

表4－73 安全上重要な構築物以外の建屋の硝酸の

平均硝酸濃度及び分圧 

 
※1：硝酸を保有する貯槽は地下階のみに設置されており，対象と

なる敷地内の固定源がないことから，「－」と記載した。 

※2：保管している硝酸は37℃，12wt%であるが，文献値で示されて

いる40℃，30wt%における分圧を記載した。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(253／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－74 ウラン脱硝建屋の液体二酸化窒素の放出

率に係るパラメータ 

 

 

 

表4－75 高レベル廃液ガラス固化建屋の一酸化窒

素の気体流出率に係るパラメータ 

 
 

 

 

471



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(254／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－76 ガラス固化技術開発建屋のアンモニアの

蒸発率に係るパラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(255／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－77 第２一般排水処理建屋のメタノールの蒸

発率に係るパラメータ 

 

 

 

表4－78 各建屋の混触NOxの生成率に係るパラメ

ータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(256／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－79 各建屋における硝酸と炭素鋼との接触面

積 

 
※1：表4－72に示す硝酸の堰面積の１％であると仮定して設定し

た。 

※2：地上階（セル等内を除く）に設置された敷地内の固定源から

漏えいする硝酸と炭素鋼との接触面積を考慮し，敷地内の固

定源の近傍にある硝酸と反応して窒素酸化物を生成する構成

部材のうち，塗装されていない部分の面積を調査し，当該面

積を硝酸と炭素鋼との接触面積として設定した。 

※3：硝酸を保有する貯槽は地下階のみに設置されており，接触面

積を設定する敷地内の固定源がないことから，「－」と記載

した。 

※4：設計段階のため類似の設備である出入管理建屋の接触面積と

同じであるとした。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(257／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－80 安全上重要な構築物における腐食速度 

 
※1：有毒ガスが生成し，外部に影響をもたらすと考えられる範囲

に存在する硝酸の濃度。 

 

 

 

表4－81 各建屋の塩素の生成率に係るパラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(258／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－82 各建屋で保有する各化学物質の保有量※1 

 
※1：ユーティリティ建屋については，次亜塩素酸ナトリウムの保

有量がポリ塩化アルミニウムの保有量の 2.5 倍以上であるた

め，まず，ポリ塩化アルミニウムが全量反応して塩素が生成す

る。次に，残った次亜塩素酸ナトリウムが硫酸の２倍以下であ

るため，その全量が硫酸と反応することにより，塩素が生成す

る。したがって，塩素の生成量を以下のとおり計算した。 

𝑛 ൌ
5
2𝑛ଷ ൅

1
2 ൬𝑛ଵ െ

5
2𝑛ଷ൰ 

   一般排水処理建屋及び第２一般排水処理建屋については，次

亜塩素酸ナトリウムの保有量がポリ塩化アルミニウムの保有量

の 2.5 倍以上であるため，まず，ポリ塩化アルミニウムが全量

反応して塩素が生成する。次に，残った次亜塩素酸ナトリウム

が硫酸の２倍以上であるため，硫酸が全量反応して塩素が生成

する。したがって，塩素の生成量を以下のとおり計算した。 

𝑛 ൌ
5
2𝑛ଷ ൅ 𝑛ଶ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(259／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－83 敷地内の可動源の硝酸の蒸発率に係るパ

ラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(260／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－84 敷地内の可動源の液体二酸化窒素の放出

率に係るパラメータ 

 

 

 

表4－85 液体二酸化窒素のフラッシュ率に係るパ

ラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(261／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－86 敷地内の可動源のアンモニアの蒸発率に

係るパラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(262／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－87 敷地内の可動源のメタノールの蒸発率に

係るパラメータ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(263／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－88 敷地内の固定源からの有毒ガスの放出率 

 
※1：硝酸を保有する貯槽は地下階のみに設置されており，漏えい

が発生した場合でも有毒ガスが地下階にとどまることで外部

に多量に放出されないことから，放出率を設定しない。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(264／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－89 敷地内の固定源に対する評価点（中央制

御室の外気取入口）における相対濃度 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(265／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－90 敷地内の固定源に対する評価点（使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の外気取

入口）における相対濃度 

 
※1：使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室は使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋内にあることから着目方位を考慮しない。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(266／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－91(1/5) 敷地内の固定源に対する中央制御

室の有毒ガス濃度評価結果 

 

 

484



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(267／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－91(2/5) 敷地内の固定源に対する中央制御

室の有毒ガス濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(268／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－91(3/5) 敷地内の固定源に対する中央制御

室の有毒ガス濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(269／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－91(4/5) 敷地内の固定源に対する中央制御

室の有毒ガス濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(270／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－91(5/5) 敷地内の固定源に対する中央制御

室の有毒ガス濃度評価結果 

 
※1：（）内は評価点と放出点とを結んだ直線が着目方位に隣接する

方位にある放出点を示す。 

※2：評価点と放出点とを結んだ直線が着目方位及びその隣接方位

にある複数の放出点からの有毒ガスの重ね合わせを考慮する

ため，有毒ガス防護判断基準値との比の和を算出した。 

※3：放出率の設定が不要であることから，「－」と記載した。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(271／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－92(1/5) 敷地内の固定源に対する使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス

濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(272／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－92(2/5) 敷地内の固定源に対する使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス

濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(273／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－92(3/5) 敷地内の固定源に対する使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス

濃度評価結果 
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